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                                                                                 小林市立三松中学校 
１．部活動の目標 
 ① 三松中学校の教育目標を達成する上での「教育活動の場」とする。 
 ② 校内外において、学年や学級の所属を離れて、共通の興味や関心をもつ生徒が、学校生活の中で得た知識・技能・
行動の仕方を自主的に実践する場とする。 

 ③ 自他の健康・安全に留意し、心身ともに調和のとれた発育発達の健康増進を図る。 
 
２．部活動の位置付け 
 ○ 部活動は、放課後の自由時間に生徒が、自主的・自発的に活動し、技能の向上・心身の鍛錬、社会生活の育成に、他
領域ではみられない形成作用がある。したがって、本校では、教育的価値が大であることを認識し、部活動を学校教
育の一環として位置付け、学校の職員の指導管理のもとで活動することを原則とする。 

 
３．活動終了時間について 

  【 練習終了時間 】 【 完全下校時間 】 備考 
【 移行期 】 ４月 １８：３０ １８：４５  
【 夏 期 】 ５月～９月 １８：４５ １９：００ 体育大会終了まで 
【 移行期 】 １０月 １８：１５ １８：３０ １学期終了まで 

 １１月 １８：００ １８：１５ 県大会終了まで 
【 冬 期 】 １２月 １７：２０ １７：３５  
【 移行期 】 １月 １７：４５ １８：００  

 ２月 １８：００ １８：１５  
 ３月 １８：１５ １８：３０  

 
４．休養日および活動時間について 
部活動における休養日及び活動時間については、成長期にある生徒が教育課程内の活動、部活動、学校外の活動、
休養及び睡眠等の生活時間のバランスのとれた生活を送ることができるよう以下を基準とする。 

 ① 下校時間を厳守する。( ※ 時間を守れない部については、活動停止等も検討する。) 
 ② 活動時間については、平日では２時間程度、学校の休業日(学期中の週末を含む)は３時間程度とし、できるだけ短時
間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。 

 ③ 週当たり２日以上の休養日を設ける。〔平日は少なくとも１日、土・日(以下週末)は少なくとも１日以上の休養日とす
る。第３日曜日は「家庭の日」の趣旨を踏まえ、原則として部活動を実施しないこととする。各種大会やコンクール等へ
の参加などにより、週末に休養日が設定できない場合は、２ヶ月を１単位として捉え、８回程度の週末の休養日を設定
する。〕 

 ④ 原則として平日は、水曜日を休養日とする。(リフレッシュデイ) 
 ⑤ 野球部・ハンドボール部については、校外での練習になるため、移動時間を考慮し、下校時刻を配慮する。 
 ⑥ 長期休業中(春季・夏季・冬季)の練習計画については、学期中に準じた扱いを行う。また、十分な休養日をとることが
できるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことができるよう、ある程度の長期の休養期間(オフシーズン)を設
けることとし、後援会とも十分相談し計画表を作成する。なお、長期休業中の練習心得については、別途示す。なお、学
校閉庁日は原則として休養日とする。 

 ⑦ 校内定期テスト３日前より部活動停止期間とする。 
※ 上位大会および上位大会に繋がる大会に関しては、10日前より３０分程度の練習時間延長と休養日の練習を認
める。その際、別紙の「部活動練習時間延長許可願」もしくは「部活動練習許可願」を学校長へ提出する。 

 
５．部活動中の傷害について 
 ○ 活動中に、事故や傷害が起こらないように、指導計画・準備運動・コート整備・安全点検等を入念に行うように配慮
し、万一、事故や傷害が発生した場合は、速やかに対応し「日本スポーツ振興センター」により、治療等を行う。また、
任意でスポーツ保険に加入してもかまわない。また、練習試合、各協会主催の大会等における事故や傷害の場合に
も同様に「日本スポーツ振興センター」により治療等を行う。このため、学校を離れての練習試合、各協会主催の大会
に参加する場合は、必ず事前に学校長へ連絡して、参加の許可を得る。(休日の部活動練習計画) 

 
６．１年生の入部について 
 ○ 入学式から 4月 26日(金)までを仮入部期間とし、本人の興味、体力に合う部活動を選択させる。活動時間は 
１８：００までとする。5月 8日(月)より正式な活動を認める。 

   ※ ただし、部の事情や、１年生の選択に迷いのない場合にはその限りではない。 
○ 入部後の転部・退部は原則として認めない。ただし、転部・退部せざるを得ない事情が生じた場合は、本人・保護者の
意見を顧問・学級担任が聞いて考慮する。 

 ○ 春季休業中の新入生の部活動参加については、原則禁止とする。但し、部の事情(地域部活動)等を鑑み柔軟に対応
する。 

 

部活動の基本的な考え方 



７．部活動生の心得 
 ① 部活動加入生は、生徒心得・交通道徳・活動時間、その他全ての活動等、本校の校則に従って活動する。不要物など
の取り扱いも学校生活同様とする。 

 ② 下校時間を厳守する。( ※ 時間を守れない部については、活動停止等も検討する。) 
 ③ 休日において、終日学校で活動する際の昼食は、弁当持参を原則とし、スーパー・コンビニ等での購入は禁止とする。 
※ 保護者からの差し入れについては、顧問の許可で飲食できる。 

 ④ 行き帰りの買い食いや音楽を聴きながらの移動は絶対にしない。 
 ⑤ 移動時および遠征時の服装については、原則として学校指定のジャージとする。但し、部独自のジャージのあるところ
はそれでも構わない。ソックス等も同じ扱いとする。 

 ⑥ 自転車利用希望の部活動生は、利用届を提出し、ヘルメット・タスキを着用した上で交通道徳を守る。 
 ⑦ 練習場の整備および安全点検に心掛け、活動終了後の清掃・後片付けをしっかり行う。 
 ⑧ 自分たちの使用する用具・ボール等の整理整頓をきちんと行う。 
 ⑨ 練習会場、部屋の消灯、戸締まりは確実に行う。 
 ⑩ 言葉遣い、あいさつ等のマナー向上に繋げる。 
 ⑪ 更衣は指定の場所で行い、帰りの会終了後２０分以内には活動できるように努力する。 
 ⑫ 暑い時期には、熱中症にならないように水分補給を適宜行う。そのために、水筒やペットボトル等を持参することを認
める。(自動販売機での購入は認めない。) 

 ⑬ 部活動顧問不在時の練習は、中止を原則とする。ただし、他の顧問が監督を依頼され、それを受理し、管理者がいる
場合においては、部顧問の指示に従って練習することができる。 

 
８．キャプテン会および部活動生集会について 
 ① 定期的にキャプテン会を開き、あいさつ運動や清掃等、部員相互で運営できるものについて、企画・運営を行う。 
 ② 適宜、部活動生集会を開き、部活動への取組について確認する場を設ける。 
 
９．部活動停止について 
 ○ 校則をしっかりと守って部活動に参加するが、校則を違反した者が部員にいた場合は、部顧問会( 学校長、教頭、教
務、生徒指導主事、部活動担当、該当部活動顧問 )で審議し、部活動を中止することもある。部活動中止期間(奉仕
作業等)は３日間以上とする。特に、眉に手を入れる・髪を染める等違反のある生徒については、次の対外試合等への
出場を停止することもある。また、万引き・窃盗・暴力・いじめ、その他の非行があった場合においては、休部または対
外試合等への出場を停止することもある。その場合、部顧問会で審議し学校長が決定する。 

 
10．部活動(運動部・文化部)顧問・副顧問一覧 
部活動の組織は、本校全職員で分担し、学校教育の一環として教育課程との関連を図る。学校長は、その総括責任
者として、部活動の運営状況を把握することとする。 

 部 活 動 名 顧 問 ・ 副 顧 問 名 外部指導者(案) 

１ 陸上競技部 小田 和彦  

２ 男子バレーボール部 木上 浩文 戸髙 明廣 

３ 女子バレーボール部 松下 文乃 伊藤 真純  

４ 軟式野球部 平澤 修 大山 達也 

５ 男子ソフトテニス部 瀬戸山 敬太 道場 義仁  

６ 女子ソフトテニス部 時任 太那 松永 愛子  

７ サッカー部 毛上 昌也 千葉 涼吾 

８ 男子ハンドボール部 
岡上 桂 木切倉 進 

９ 女子ハンドボール部 

10 吹奏楽部 佐土原 京子 菊村 有美  

11 美術部 石川 景子  

① 剣道 福村 亜由子  上原 誠 

② 水泳 岩尾 彩美   

③ 硬式テニス 岩尾 彩美   

④ 弓道 長野 優佳  西郷 和博 

   ※ 黒枠①～④は校外活動 


